


































































 自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder; 以下、ASD）とは、①社会・コミュニケ
ーションの発達の遅れ、②限定された反復的な行動や興味を主たる特徴とする（American 
Psychiatric Association, 2013）。これらの特徴の他にも、刺激の過剰選択性や注意を維持する
ことの困難等が報告されている（Corbett & Abdullah, 2005）。さらに、ASD のある子どもた
ちに対して教示を行う場合、言語刺激よりも写真や絵などの視覚刺激による指示を使用す
ることが効果的であるという報告もある（Quill, 1997）。 







い、というような理由により ASD と親和性が高いとされ、ASD 児の様々な行動の改善に









Practices; EBP）を特定するために行われた Wong et al.（2015) のレビューにおいても、ビ



























ーモデリング」（Video Hero Modeling; 以下、VHM）（Ohtake, 2015）に注目し、その適用可
能性と理論的背景について述べる。 
 そして、第４章から第８章では、自閉スペクトラム症児童生徒を中心とした子どもに
VHM を利用した事例研究を行い、VHM の適用可能性と適用条件について検討する。 
 最後に、第９章では、研究全体を総合考察として、VHM およびそこから派生した方略で
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あるビデオヒーロープレイジング（Video Hero Praising; VHP）、ビデオセルフヒーローモデ
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ASD 児の場合、負荷が少ない、というような理由により ASD と親和性が高いとされ、活用
されてきた（Corbett & Abdullah, 2005)。 
 また、ビデオモデリングはモデルとして採用した人物の違いによっていくつかの種類に
分類できる。まず、他者をモデルとするビデオモデリングが挙げられる。先行研究でモデル
となった他者には、大人モデル（Macpherson, Charlop, & Miltenburger, 2015; Miltenburger & 
















MacFarland, & Ferreri, 2015）やライフスキルの獲得（Rayner, 2010）、学業スキルの獲得（Burton, 
Anderson, Prater, & Dyches, 2013）など様々な標的行動に適用されてきた。 
 幅広い標的行動に利用され、その効果が報告されているものの、ビデオモデリングを利用
した過去の実践研究では、ビデオモデリング単体では効果が十分に得られなかった事例報
告もいくつか存在する（Buggey, 2012; Williamson, Casey, Robertson, & Buggey, 2013）。さら
に、多くの研究者が今後の課題として、どのような条件下でビデオモデリングが効果的に作
用するのかについて検討することの必要性に言及している（Plavnick, MacFarland, & Ferreri, 
















video modeling OR video modelling OR 
video model OR video models OR video 










（１）研究参加者に自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder; ASD）児童生徒（高機
能自閉症、アスペルガー症候群、PDD—NOS を含む）がおり、全員が 18 歳以下である、（２）




































 標的行動としては、社会的始発やピアへのはたらきかけ（Boudreau & Harvey, 2013; 
Macpherson, Charlop, & Miltenburger, 2015）や要求行動（Plavnick & Ferreri, 2011）、遊び
（Boudreau & D’Entremont, 2010）、トイレに関する技能（Drysdale, Lee, Anderson, & Moore, 
2015; Lee, Anderson, & Moore, 2014）、日常生活スキル（Ohtake, Kawai, Takeuchi, & Utsumi, 
2013; Rayner, 2010）、学業スキル（Burton, Anderson, Prater, & Dyches, 2013）、買い物（Yakubova 
& Taber-Doughty, 2013）、おもちゃの組み立てなどの複数のステップで構成される行動
（Tereshko, MacDonald, & Ahearn, 2010）など様々な行動が取り上げられていた。 
 また、ビデオモデルとして用いられたのは、大人モデル（Grosberg & Charlop; 2014; 
Macpherson, Charlop, & Miltenburger, 2015）、ピアモデル（Marcus & Wilder, 2009; Plavnick, 
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自閉症児 5 名 
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自閉症児 2 名 
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自閉症児 4 名 
(4 歳〜5 歳) 
遅延エコラリ
ア 2 名・ノン













































PDD-NOS 児 4 名 
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spoken divided by 
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自閉症児 1 名 
(4 歳) 
PLS-4 では 1




































 Rayner 2010 
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自閉症児 3 名 































症候群児 3 名 
























































































No. 著者 年 対象者 対象者の実態 標的行動(従属変数) 
ビデオモデル・ 
併用した手段 

















































ASD 児 2 名
(PDD-NOS1 名、



































































注 1) 介入効果が限定的であったという記述があった論文には表中論文番号に＊（アスタリスク）を付して示した。 
注 2) 図中略号表記の意味：ABAS: Adaptive Behavior Assessment Scale、CARS: Childhood Autism Rating Scale、CELF—P2: Clinical Evaluation of Language Fundamentals Preschool 2nd Edition、
FF: Feed-Forward、GARS: Gilliam Autism Rating Scale、GG: Graduated Guidance、OCD: Obsessive Compulsive Disorder、PLS-4: the Preschool Language Scale, 4th edition、POV: Point-of -view
によるビデオモデリング、PSR: Positive Self-Review、SGD: Speech-generating Device、UNIT: Universal Nonverbal Intelligence Test、VABS: Vineland Adaptive Behavior Scales （ヴァインラン
ド適応行動尺度）、WAIS: Wechsler Adult Intelligence Scale（ウェクスラー成人知能検査）、WISC: Wechsler Intelligence Scale for Children（ウェクスラー式児童用知能検査）、WJ-Ⅲ: 











  Macperson, Charlop, and Miltenberger (2015) は、ポータブル機器 (iPad) を用いて呈示する
ビデオモデリングの効果について検討した。ビデオモデルは、対象生徒と面識のある大人モ















 次に、Rudy, Betz, Malone, Henry, and Chong (2014) は５歳の自閉症児３名を対象として、

























果の低減が観察された Sansosti and Powell-Smith (2008) の研究においては、プロンプトの手
立てを一時追加導入し、徐々にフェイディングするという手立てを講じている。 



















































手立てを用いることによって効果を示した研究もあった（Ohtake, Kawai, Takeuchi, & Utsumi, 
2013; Ohtake, Takeuchi, & Watanabe, 2013）。まず、Ohtake, Kawai, Takeuchi, and Utsumi (2013) 















 また、トイレットトレーニングにビデオモデリングを用いた研究が２編（Lee, Anderson, 











 まず、大人モデルとピアモデルを比較した研究として Sani-Bozkurt and Ozen (2015) と













 次に、ピアモデルとセルフモデルを比較した研究として、Marcus and Wilder (2009) の研




















唆がされている。例えば、注目スキル（Williamson, Casey, Robertson, & Buggey, 2013）や模














































 ASD 児童の動機づけを高める方略として参考になるのが、Ohtake, Takeuchi, and Watanabe 













い（McCoy & Hermansen, 2007; Mason et al., 2013）。また、モデルの違いによって効果に影
響は無いという先行研究もある（Shukla-Meta, Miller, & Callahan, 2010）。今回レビューした
論文の中でも、大人モデル、ピアモデル、セルフモデルのいずれにおいても効果的ではなか
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 ASD の模倣に関する研究は 1970 年代頃から始まり、これまでに様々な模倣課題が考案














 前述した ASD の模倣特性を説明する仮説として、模倣の持つ２つの機能側面から検討
を加えた論文が近年報告されている(Van Etten & Carver, 2015)。模倣には、道具的な機能






社会的な目標 (goals to identify and affiliate with a model)」(Over & Carpenter, 2012)が含まれ
ているとされる。そのような目標を持つ場合には模倣者にとってモデルと自分との「行動
過程の一致」が重要であり、モデルの行動を忠実に真似る傾向が強まると考えられている 
(Over & Carpenter, 2012)。そのため、最終状態の再現に必ずしも必要でない動作を模倣する
こと(Hobson & Lee, 1999; Marsh et al., 2013) や、モデルの行動過程を忠実に模倣すること 
(Rogers, et al., 1996) は「他者と同様でありたい、人間関係を構築したい」というような社
会的要素に支えられる模倣形態であるとも捉えられており (Over & Carpenter, 2012)、ASD
のある子どもたちでは、このような社会的機能を含んだ模倣に特に困難さがある可能性が
ある。 





る。例えば、おもちゃや援助を求めるような要求行動（Plavnick & Ferreri, 2011）、買い物ス























事項として指摘している (Bellini & Akullian, 2007; McCoy & Hermansen, 2007)。前述したよ
うに、モデルを模倣するという行為の一部には「モデルとなった人物と同一化し、親しく

















興味を示す子どもたちがいることが知られている (Winter-Messiers et al., 2007)。近年、この
ような ASD 児の興味の対象を「ヒーロー」と呼び、ビデオモデルとして採用したビデオヒ










例えば、Ohtake, Takeuchi, and Watanabe (2014) の研究では２名の ASD 男児を対象として、
立位式便器を使用する際に臀部を隠して排泄をするという行動に VHM を利用した。この




れた。VHM の効果は後続する Ohtake et al. (2015) の研究においても、確認されている。ま
















れる行動」（杉山・島宗・佐藤・マロット, R・マロット, M, 1998; 長谷川, 2015）という、
ルール支配行動（Rule-Governed Behavior）による制御であると考えられる。 
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 自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder; 以下、ASD）児はしばしば「特定の対象
への強い興味」を示すことが知られている（Mancil & Pearl, 2008; Mercier, Mottron, & Belleville, 
2000）。この「特定の対象への強い興味」は、学校や家庭で求められる活動への参加の妨げ
となることもあり、研究者たちがこの特性が引き起こす負の側面に焦点を当てる傾向があ
ることも指摘されている（Mercier et al., 2000）。一方で、この特性を ASD 児が様々な望まし
い行動を身につけていくうえで活用できるものとして捉え、行動変容に利用した研究も報
告されている（Boyd, Conroy, Mancil, Nakao, & Alter, 2007; Campbell & Tincani, 2011）。 
 前章では、ASD 児の行動形成に「特定の対象への強い興味」を活用した方略の１つとし









が期待でき、今回 VHM を導入して効果を検討することを目的とした。 
















































表４−１ A 児の興味の質問紙の結果 
項目 回答 
特別な興味に関して話す  
①  自分の特別な興味についてよく話す。 ３ 
②  自分の特別な興味について話を始めるとその話題に執着する。 ３ 
③  教師や友達に対して自発的に会話を始める際に自分の特別な興味に関す 
  る話題で始めることが多い。 
３ 
特別な興味の模倣  
④  特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を遊びや生活の中で行うことが 
  ある。 
３ 
⑤  特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を始めると継続して行う。 ３ 
⑥  特別な興味を模倣している自分を教師に示し，注目を得ようとする。 １ 
⑦  対象児童を特別な興味の名前で呼ぶと，嬉しそうにする。 ３ 
特別な興味に対する物理的近接行動・反応  
⑧  特別な興味に関連する持ち物を多く持っている。(おもちゃ，文具など) ３ 
⑨  特別な興味に関するおもちゃをいつでも自分の周辺に置いておきたがる。 ３ 
⑩  特別な興味に関する物を見せると，じっと眺めたり，「かわいい」「かっこ 
  いい」と自発的に反応する。 
１ 
⑪  特別な興味に関する物(おもちゃ，所有物など)を他者に見せ，自慢したり， 
  注目を得たりしようとする。 
３ 
ヒーローに関連したおもちゃでの遊び  
⑫  特別な興味に関連するおもちゃでよく遊ぶ。 ３ 
⑬  特別な興味に関連する遊び道具を与えると，継続してそのおもちゃで遊  
  ぶ。 
３ 
⑭  特別な興味に関連する遊び道具を使って他者と遊ぶ。 １ 
興味の持続の程度  






























ビデオ制作にはビデオ編集用ソフトウェアである Adobe After Effect と Corel Video Studio






標的行動 レベル 定義 
手を拭く 3 手のひらと手の甲両方を５秒間ハンカチで拭く 
 2 手のひらと手の甲のいずれかを５秒間ハンカチで拭く 
 1 手のひらと手の甲のいずれかを５秒以下ハンカチで拭く 
 0 手を拭かない 




 1 靴型のマークの外にはみ出した位置にそろえずに置く 
 0 上靴を脱がないでそのままトイレに入る 





 0 臀部を出して排泄する 
シャツを入れる 3 ズボンの中にシャツの裾を入れる 
 2 シャツの裾の半分以上をズボンの中に入れる 
 1 シャツの裾をズボンに入れるが、半分以下である  























面にヒーローが現れ、児童を称賛する内容のビデオを制作した。VHM と同様に、Adobe After 
Effect と Corel Video Studio を用いてビデオを制作した。音声の制作にはフリーのソフトウェ
アであ Toshiba ToSpeak を用い、表４−４の内容の音声をヒーローの声として挿入した。制作









 ＶＨＭ 対象児がトイレに向かう５分前のタイミングで担当教師が対象児を机に呼んで、 
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２でも十分であると判断したためである。また、21 日目と 22 日目の間には 18 日間の冬休
みがあった。加えて、22 日目はビデオを呈示する担当の教師が欠席しており、もう 1 名の
担当も他の業務があったためビデオ視聴は行わなかった。冬休み後も対象児は行動を維持
していることが観察できた。さらに、22 日目と 23 日目には、研究者たちが観察対象として
いなかった午後のトイレの機会においても下着で臀部を隠している様子が観察されたこと
が担当教師から報告があった。以上のような現状を踏まえ、臀部を隠して排泄する行動に対






動が安定的に表出しなかったため、VHM 後すぐに VHP を導入した。臀部を隠して排泄す
 53 
るという行動に関しては、２回目のベースライン終了後に VHP を導入した。「結果」の部分
で詳しく述べるが、対象児は 28 日目と 29 日目に自発的にレベル３の行動（臀部をズボン
で隠して排泄する）を表出した。この行動を安定的に表出できるようにするため、VHP を
30 日目に導入した。 















































える行動に VHP を導入した 20 日目を除いて評価レベル３を維持した。VHP が中止された


















図４−１  A 児の行動の推移 















４つの行動に対して VHM および VHP を実施し、効果を検討した。行動間多層ベースライ
ンデザインを用いた研究の結果、VHM および VHP が４つの行動の改善に貢献したことが
示された。この結果は VHM が小学校段階に在籍する ASD 児のセルフケアスキルに対して




















した。先行研究である Ohtake (2015) では VHP は VHM で十分に安定して標的行動が起こ
っていた後に導入したため、その意味で過剰訓練であったと言える。対照的に、本研究では
VHM では最高レベルまで達していなかった標的行動を VHP の導入によって最高レベルま


























1) 本稿の一部は論文「Using an Animated Cartoon Hero in Video Instruction to Improve 
Bathroom-Related Skills of a Student with Autism Spectrum Disorder」（著者：大竹喜久・高
橋彩・渡部健太郎）として Education and Training in Autism and Developmental Disabilities, 





























1) Alberto, P., & Troutman, A. C. (2013) Applied behavior analysis for teachers. Upper Saddle 
River, NJ: Pearson Education. 
2) Boyd, B. A., Conroy, M. A., Mancil, G. R., Nakao, T., & Alter, P. J. (2007) Effects of 
circumscribed interests on the social behaviors of children with autism spectrum disorders. 
Journal of Autism and Developmental Disorders, 37, 1550–1561. 
3) Campbell, A., & Tincani, M. (2011) The power card strategy: Strength-based intervention to 
increase direction following of children with autism spectrum disorder. Journal of Positive 
Behavior Interventions, 13, 240–249. 
4) Gagnon, E. (2001) Power cards: Using special interest to motivate children and youth with 
Asperger Syndrome and autism. Shawnee Mission, KS: Autism Asperger Publishing Company. 
5) Mancil, G. R., & Pearl, C. E. (2008) Restricted interests as motivators: Improving academic 
engagement and outcomes of children on the autism spectrum. Teaching Exceptional Children 
Plus, 4, 2–15. 
6) Mercier, C., Mottron, L., & Belleville, S. (2000) A psychosocial study on restricted interests in 
high functioning persons with pervasive developmental disorders. Autism, 4, 406–425. 
7)   Ohtake, Y. (2015) Using a hero as a model in video instruction to improve the daily living skills 
of an elementary-aged student with autism spectrum disorder: A pilot study. International Journal 
of Disability, Development and Education, 62, 363–378. 
















あった。一方、低学年の児童に対する介入事例は、Ohtake, Kawai, Takeuchi, and Ustumi（2013）
や Ohtake, Takeuchi, and Watanabe (2014) の研究などがあるが、まだこちらも事例が少なく、
低学年に対する VHM の適用可能性の検討もさらに行っていくことが求められる。 






 また、本研究では、VHM のみでは行動が安定しない場合があったため、その場合は VHM
の後に新たにヒーローと対象児が相並んで標的行動を行う映像を提示するという、Video 































































る時間はウォーキングが約２分 30 秒、ランニングが約３分、体操が約２分 15 秒、パラバル





表５−１ B 児の興味の質問紙の結果 
項目 回答 
特別な興味に関して話す  
① 自分の特別な興味についてよく話す。 2.0 








⑤ 特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を始めると継続して行う。 2.0 
⑥ 特別な興味を模倣している自分を教師に示し，注目を得ようとする。 2.5 



















⑭ 特別な興味に関連する遊び道具を使って他者と遊ぶ。 0.5 
興味の持続の程度  
















































動開始直前から朝運動終了後までをビデオ撮影した。データの収集期間は X 年 6 月中旬～
























ビデオ制作に際しては、ビデオ編集用ソフトウェアである Adobe After Effect と Corel Video 
Studio を用いた。音声の録音にはフリーのソフトウェアである Audacity を用いた。モノト
ーンの背景の前で同色の手袋を用いて昆虫の模型を動かし、昆虫が標的行動を示している
ように見える映像を撮影した。次に、その映像の背景を Adobe After Effect の Keylight 機能
を用いて消した。その後、Corel Video Studio を用いて、背景を消した昆虫の映像を朝運動の
場面の映像と重ね合わせた。最後に、昆虫からのメッセージとして、表５−３に示したスク















用いられた。採用した昆虫、及びビデオ制作の方法は VHM と同様であった。VSHM で用い
られたスクリプト例も表５−３に示す。映像の呈示時間は、パラバルーンで 45 秒、ウォーキ

























































ればそのまま VHM を続けることとし、確認されなければ VSHM を導入した。パラバルー
ンに関しては VHM 条件の直後に夏休みが入ったため、夏休み直後の数セッションにおいて
ベースライン条件を再導入した。ベースライン条件下で標的行動の正反応が観察された場























（VHM 期及び VSHM 期）の称賛には、「すごい、○○くん、できたね」と一般的に標的行
動の従事を称賛する内容に加え、「すごいね、ちょうのようになれたね」などビデオを想起
させるような内容の称賛も与えられていた。 

























は、VHM 期では担当教師で平均 1.6 回、担当教師以外で平均０回であった。VSHM 期では




























図５−１  B 児の行動の推移 




キングに対してそれぞれ VSHM と VHM を導入した直後のセッション 15 以降、ランニング
に関しても標的行動の生起が観察されるようになった。しかしながら、参加率は０%から
100%の範囲で、セッション毎に大きく変動していた。さらに、ウォーキングに VSHM を導






表５−４ B 児への介入に対する社会的妥当性評価の結果 










4. 私は、今後もこの手立てを対象児に使用したいと思います。 ６ ６ 
5. 私はこの手立てを他の子どもに使用したいと思います。 ４ ７ 




















構成する４つの活動への参加を標的とし、VHM 及び VSHM を用いた介入の効果を検討し







































本研究において、VHM 及び VSHM の導入に伴い、その効果が他の標的行動に波及したと
考えられる機会が複数回確認されている。まず、ウォーキングに VHM を導入すると同時
に、BL 条件下にあったランニングと体操にも著しい参加率の改善が見られた。また、ウォ
ーキングに VSHM が導入された際には、その参加率が著しく向上するのと同時に、BL 条件
下にある後続する行動であるランニングと体操の参加率も向上している。さらに、ランニン
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表６−１ C 児の興味に関する質問紙の結果 
項目 回答 
特別な興味に関して話す  
① 自分の特別な興味についてよく話す。 2.0 








⑤ 特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を始めると継続して行う。 1.0 
⑥ 特別な興味を模倣している自分を教師に示し，注目を得ようとする。 1.5 



















⑭ 特別な興味に関連する遊び道具を使って他者と遊ぶ。 0.5 
興味の持続の程度  























編集用ソフトウェアである Adobe After Effect と Corel Video Studio を用いて制作した。音声
の録音にはフリーソフトウェアである Audacity を使用した。背景が一色のおもちゃのトー
マスを撮影した映像を撮影し、Adobe After Effect の Keylight 機能を用い、背景を消した。
次に、Corel Video Studio を用いて背景を消したトーマスの映像を、トイレの場面の映像と
















































































































































































4. 私は、今後もこの手立てを対象児に使用したいと思います。 ４ ４ 
5. 私はこの手立てを他の子どもに使用したいと思います。 ７ ７ 






























































































1) Ohtake, Y., Takahashi, A., & Watanabe, K. (2015) Using an animated cartoon hero in video 
instruction to improve bathroom-related skills of a student with autism spectrum disorder. 
Education and Training in Autism and Developmental Disabilities, 50, 343–355. 
2) 高橋 彩・大竹喜久（2017）自閉スペクトラム症児の朝運動への参加を促すための方
略 : 対象児の「特定の対象への強い興味」を取り入れたビデオ教材の効果の検討. 行




































へのビデオセルフヒーローモデリング（Video Self Hero Modeling; VSHM）（Ohtake, Takeuchi, 
































表７−１ D 児の興味の質問紙の結果 
項目 回答 
ヒーローに関して話す  
① 自分の特別な興味についてよく話す。 3.0 








⑤ 特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を始めると継続して行う。 2.0 
⑥ 特別な興味を模倣している自分を教師に示し，注目を得ようとする。 1.5 



















⑭ 特別な興味に関連する遊び道具を使って他者と遊ぶ。 1.0 
興味の持続の程度  











































































































B 児 ASD ２学年 
C 児 ASD ２学年 
D 児 ASD １学年 
E 児 ASD １学年 
F 児 ダウン症候群 １学年 


































C 児 報告無し 















































































図７−１  D 児の体操の推移 
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図７−２ 対象児 B の標的行動の推移 
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図７−４ 対象児 D の標的行動の推移 
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図７−６ 対象児 F の標的行動の推移 
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オを導入した後、場面１では第 19 セッションを除く全セッションにおいて評定 1 を記録
した。また、場面２ではビデオの導入で望ましい行動が生起し始めたものの、行動は安定
せず変動する傾向が見られた。場面３におけるビデオ視聴期ではデータポイントが 1 つし






























 本事例では D 児へ VSHM を用いた介入をするとともに、クラス全体を対象としたビデ
オ視聴の効果を検討した。 
まず、介入１では D 児を対象として、体操という標的行動における VSHM を用いた介入
































































略 : 対象児の「特定の対象への強い興味」を取り入れたビデオ教材の効果の検討. 行



































第４章から第７章では、ビデオヒーローモデリング（Video Hero Modeling; VHM）およ
びそこから派生したVideo Hero Praising （VHP）（Ohtake, 2015; Ohtake, Takahashi, & Watanabe, 















































































 H 児 研究開始時、13 歳の男子生徒であった。医療機関から広汎性発達障害の診断を得
ていた。知能指数や自閉症の重症度の結果は利用できなかったが、研究を行った年度当初











項目 H児 I児 
特別な興味に関して話す 
① 自分の特別な興味についてよく話す。 ２ １ 








⑤ 特別な興味を模倣した行動・セリフの模倣を始めると継続して行う。 １ ２ 
⑥ 特別な興味を模倣している自分を教師に示し、注目を得ようとする。 １ ２ 



















⑭ 特別な興味に関連する遊び道具を使って他者と遊ぶ。 ２ １ 
興味の持続の程度 









































































化スケジュールによるビデオ呈示」という方法を採用した。ビデオの制作には Corel Video 







































 ビデオの制作は Adobe After Effect と Corel Video Studio を用いて著者が制作した。 


































































































































児ではベースラインで 10.7%、VHM で 35.6%、クイズ形式フィードバックで０%であった。
I 児ではベースラインで 1.9%、VHM で 14.3%であり、介入期にプロンプトがやや増加した
傾向ことが確認された。 
 









図８−２ H 児のアセスメント結果 
 
















































 VHM による効果が確認された I 児の掃き掃除では、「ここから掃いて」、「横！」などビ
デオで視聴したことを自己教示しながら掃いている様子が観察された。対照的に、VHM に









図８−４ H 児の連絡帳記入の結果 
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図８−５ H 児の掃き掃除の推移 
BL = ベースライン、VHM = ビデオヒーローモデリング、QFB = クイズ形式フィードバック 
 
 
図８−６ I 児の掃き掃除の推移 
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（Video Hero Modeling; VHM）および、そこから派生した方略であるビデオヒーロープレ













































高めることによって、行動変容を試みたのが VHM である。VHM では、モデルとして本人
が強く興味を示す対象（ヒーロー）を採用する。このように本人にとって嗜好性が高い対
象がモデルとなることによって、「モデルと自分の行動の一致」という事象の価値が向上















ト, M, 1998; 長谷川, 2015）と説明されている。 















本研究で VHM を用いた介入を行ったのは A 児、B 児、C 児、H 児、I 児であったが、















続く第５章では、低学年に在籍する ASD 児（B 児）を対象として、朝運動の４つの行動
（パラバルーン、ウォーキング、ランニング、体操）への参加を標的行動として VHM を
用いた介入を実施した。A 児の時と同様に、最初に担当教師が通常の指導を行うベースラ
























らも、A 児・B 児と同様に、I 児も「ヒーローとの行動の一致感」が好子としての機能を
持っていたと考えられる。 
 一方、C 児、H 児では VHM で期待したような効果が観察されなかった。 
まず、第６章では、知的障害特別自閉スペクトラム症とされる男児（C 児）の「立位式























































最後に、第７章の D 児（自閉スペクトラム症児）には VHM は導入せず、最初から VSHM

































 本研究では、VHM のほかに、VHP、VSHM といった方略を場合によって導入した。例
えば、A 児ではビデオ教材の飽和を防ぐ意図から、VHP というヒーローからの称賛という


























































介入 生成されると考えられるルール 想定される好子 
VHM 「標的行動を行えばヒーローのようになれる」 「ヒーローと自分の行動の一致感」 


































































 次に、当初はヒーローを使ったビデオ教材の対象を ASD としていたが、ダウン症候群
生徒である I 児においても VHM の効果が得られた。このことから、VHM や VHP、VSHM


























1) Cooper, J. O., Heron, T. E., & Heward, W. L. (2007) Applied behavior analysis (2nd ed.). 
Upper Saddle River, NJ: Pearson Education.  
2) 長谷川芳典（2015）スキナー以後の心理学（23）：言語行動、ルール支配行動、関係
フレーム理論. 岡山大学文学部紀要, 64, 1-30. 
3) 森口佑介（2014）空想の友達：子どもの特徴と生成メカニズム. 心理学評論, 57, 
529-539. 
4) Over, H., & Carpenter, M. (2012) Putting the social into social learning: explaining both 






7) Taylor, M (1999) Imaginary Companions and the Children Who Create Them. New York: 
Oxford University Press. 
8) トールネケ, N. 山本淳一（監修）武藤崇・熊野宏昭（監訳）（2013）関係フレーム理










































平成 30 年７月 
髙橋 彩 
